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    







 do h  s
不 见 日子 长 了
長い［］間お会いしませんでした。









































































ko2 kV s d2 dI2
高山上的草坝 上 云杉树 生长
高山の草原に生い立っている雲杉の木（のように）
 2 i I 









ko2 kv ko >i2 i
高坝 上面 高坝 草尖 成熟了
高地の草の芽が熟した（そのように甘い）
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D（9）（よいゼンジュ）
ko2 kv ko >i2 i
高坝 上面 高坝 草尖 成熟了
高地の草の芽が熟した（そのように甘く）
>Hi dI   i




























ʐʅ33 phər21  ʐʅ33  tʂu55  ʂər21，
路　白　　路程　　长
さらに道のりは長く，










i 2  2 i
水 黒 墨 水 流
清らかな水に墨汁が滲む（i33）ように，
 i2 H2 i h2
心 中 又 有 了
心のなかにあなたがい（i33）ます。
H（13）
 du i i 
冬 天 渇 冷 水
冬に冷水を飲むと心がきりきり痛む
   i h






















  V kHV d
竹 黄 千 年 活
黄色の竹が千年も生きるように，
i iu di kV d























































































（5） 何密「納西族詩歌中的増叢」・「山花文藝叢刊」・雲南人民出版社・1985 年 2 期
（6） 資料篇 1-3-2．「和学先・和月円への聞き書き」参照
（7） 資料篇 1-3-2．「和学先・和月円への聞き書き」歌例 A 参照
（8） 資料篇 1-3-2．「和学先・和月円への聞き書き」歌例 C 参照
（9） 資料篇 1-3-2．「和学先・和月円への聞き書き」歌例 D 参照
（10） 資料篇 1．A．11-14・15 参照












































































































































小小妹子花上花，   （中国語意訳）
小さい妹は花にまた花のようです。（日本語意訳）
―79―













































































































































































































































よう（『雲南省とペー族　歌垣と日本古代文学』2006）。所要時間 1 時間 20 分，全 123 首の掛け合
いであるが，比喩の入った歌はかなりあると言ってよい。123 首のうち比喩の表現が入っている歌
は約 50 首（比喩かどうかの微妙な表現があるのでだいたいの数字とことわっておく）4 割ちょっ
とということになる。私などの記録した白族の掛け合いの事例と比較すると，この比喩の数は多い
方である。例えば 1998 年，洱源県ツービー湖の海灯会での歌の掛け合いを取材した時の掛け合い
は，約一時間，97 首の掛け合いであったが（『中国雲南省歌垣調査全記録 1998』2000），この 97 首


























































































































































































































































































日本歌謡学会　2014 年 12 月
工藤隆「現地調査報告・中国雲南省剣川白族の歌垣（1）」大東文化大学紀要第三十五号 1997 年 3 月
―95―





















































































































































　「山花碑」は 520 字の漢字及び変形漢字が使われている。この 520 字のうち，圧倒的に多いのが，
漢字の音と意味をそのまま借りた正統漢字（借字）である。徐琳・趙衍蓀『ペー文《山花碑》釈
読』（1980）の分類に従えば（『東アジアにおける「声の伝承」と漢字の出会いについての研究』
Ⅰ-3 参照），借字は 328 字，実に 63 パーセントである。次に多いのが訓字で 90 字，17 パーセン


















































































































































www.baidu.com で「増苴」という「キーワード」で捜索すると，李徳祥［1］の論文 1 本しかない。
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が同一，または類似する別の語の意味をそこから聞き取り，自分の感興を歌う詩の修辞法である。





































































































































































































































































（3） 賈芝，『中国歌謡集成・雲南巻』（下），中国 ISBN 中心出版，2003 年，第 1160 頁。
（4） 『相会調』，上海文芸出版社，1962 年 5 月／作家出版社，1964 年 4 月／李之典主編，雲南民族出版社，




（7） 沐璘，歴代竹枝詞，陝西人民出版社，2003 年，第 162 頁。





［1］ 李徳祥，納西族詩歌芸術表現手法―“「増苴」”，雲南民族学院学報（哲学社会科学版），1994 年 9 月号
（第 3 期），第 79-82 頁。
［2］ 何密，納西族詩歌中的増苴，山茶，1985 年 5 月号，第 40-41 頁，57 頁。
［3］ 和民達，納西民歌的芸術特徴，民族音楽，2006 年 01 期
［4］ 遠藤耕太郎，東アジアの歌の序詞的発想法― 中国少数民族ナシ族の「ゼンジュ」と序詞―，日本歌
謡学会『日本歌謡研究』第54号，2014 年12月。
［5］ 楊世強，独特的詩歌芸術形式，思想戦線，1978 年 12 月，第 88-92 頁。
［6］ 《納西東巴古籍訳注全集》編委会，『納西東巴古籍訳注全集』（第 100 巻），云南人民出版社，1999 年。
258 頁。
［7］ 工藤隆，声の神話から古事記をよむ─話型・話素に表現態・社会態の視点を加える，アジア民族文化
研究 9，2010 年 3 月。
［8］ 白庚勝，話説「大調」，民族文学研究，1986 年大 5 期，第 76-78 頁。
―113―







資料編 1-2．　　　　「ゼンジュ」に関する聞き書き調査記録（2013 年 8 月）













    
綬帯鳥 的 尾 長
サンコウ鳥の尾が長いように，
 do h  s
不 見 日子 長 了
長い間お会いしませんでした。




































































1-6 ko21 phi55 ko21 ʂu21 be33,,
针丢针寻做 縫い針を探しています。












2-2 zo33 kho33 ə55 bɯ21 lV55,
男 声音 回音    传    
男音回声亮，
男性の声が聞こえてきました。































3-5 zo33 dɑ21 i55  le33 lə21。 

































































































































































































































句［ʐʅ33］（ 道 の り ）・［ʂər21］
（長い）を導く。【1】













—     ô
我可舍不得。
私は母を棄て去ることができません。









































































































































下 句［ko21］（ 心 を 痛 め る ）
を導く。【3】









































































































































































































11-24 ʣo21 khɯ33 the21 hy55 iə33。
桥   边   仍  站  着
橋のたもとに（妻が）立っています。
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    
綬帯鳥 的 尾 長
サンコウ鳥の尾が長いように，
 do h  s
不 見 日子 長 了
長い間お会いしませんでした。
【2】
Ho i   
鴿子 尾 円
鳩の尾が円い（）ように，
d   do I


















i 2  2 i
水 黒 墨 水 流
清らかな水に墨汁が滲む（i33）ように，
 i2 H2 i h2












 du i i 
冬 天 渇 冷 水
冬に冷水を飲むと心がきりきり痛む
   i h
心 中 又 有 了
あなたを思って心が痛む
―131―







































  V kHv d
竹 黄 千 年 活
黄色の竹が千年も生きるように，
i iu   o






  V kHv d
竹 黄 千 年 活
黄色の竹が千年も生きるように，
i iu di kHv d
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 du i i 
冬 天 渇 冷 水
冬に冷水を飲むと心がきりきり痛む
   i h


















i2 Hu i d2 2
水 冲 水 飛沫 冒
沖の水しぶきが跳ね上がるように，
ko2  2  HV






i2 i d2 HV
水 流 飛沫 冒
水が流れて飛沫が跳ね上がるように，
sI V  HV H
大者 祖父 輩
偉大な祖父たちよ。
d A2 k dI dI
樹 枝 枝 繁
木の枝々が繁茂しているように，
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【10】
u2  sI f k
大研鎮 四方 街
大研鎮の四方街
sI Z2  Hi huA
四人 幇 之 伙
四人組の若者よ
何密「納西族詩歌的増苴」（「山茶文藝叢刊」云南人民出版社・1985 年 2 期）
―136―
中国少数民族歌謡における，音・意味・文字






























































































































































共立女子大学・共立女子短期大学　総合文化研究所紀要　第 23 号　2017 年
Ｑ 6：和学先はどのように「遊悲」を覚えたのですか。


































Ho i  u u
鸽子 尾 圆
鳩の尾が円い［u u］ように，







Ho i  u u
鸽子 尾 圆
鳩の尾が円い［uu］ように，
d I  u u










































和月円　44 歳・麗江古城区宏文村 24 号・観光客相手のショーをしている。縦笛，口弦ができる。
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 2 i I 

























ko2 kv ko >i2 i
高坝 上面 高坝 草尖 成熟了
高地の草の芽が熟した（そのように甘い）




ko2 kv ko >i2 i
高坝 上面 高坝 草尖 成熟了
高地の草の芽が熟した（そのように甘い）
>Hi dI   i


































































































hy kV  2 h
柏 顶 雪 黑 盖
柏の梢をたくさんの雪が覆っている。
H% hu2 H% h 
这 晚 这 夜 也
この晩，この夜よ。
【歌例 F】
>i H2 >i  d2




d2  H% kV u
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54 号・2015 年 3 月）
（3） 工藤隆・岡部隆志『中国少数民族歌垣調査全記録 1998』（大修館書店・2000 年）
　　　工藤隆『雲南省ペー族歌垣と日本古代文学』（勉誠出版・2006 年）
―159―
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　　　工藤隆『歌垣の世界　歌垣文化圏の中の日本』（勉誠出版・2015 年）
　　　岡部隆志「繞る歌掛け―中国雲南省白族の 2 時間 47 分に渡る歌掛け事例報告」（「共立女子短期大学文
科紀要」49 号・2006 年 1 月）
　　　他
（4） 甲斐勝二訳注「“山花詞簡論”訳注― 雲南白族の伝統文学について―」）（「福岡大学総合研究所報」
第 144 号・1992 年 10 月）
（5） 古代の会編「山花碑注釈集成」（「東アジアにおける「声の伝承」と漢字の出会いについての研究―中
国雲南省ペー族文化と日本古代文学―」・「共立女子大学・共立女子短期大学　総合文化研究所紀要」第
19 号（3-2）・2013 年 2 月所収）
（6） 遠藤耕太郎・岡部隆志・富田美智江・飯島奨「ペー曲台本集成」（「東アジアにおける「声の伝承」と漢
字の出会いについての研究― 中国雲南省ペー族文化と日本古代文学―」・「共立女子大学・共立女子短









碑文である。高さ 111 cm，幅 46.5 cm の大理石に，縦 13 行，毎行 40 字。ただし第 9 行目は行頭























　形式面においては，山花碑は七七七五音を 1 段として 20 段からなり，1 段の第 1，2，4 句末及
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「白文」と呼んでいる。
　解釈面においては，ある文字をどう読むかによって解釈は分かれるものの，おおよそ次のような
内容的まとまりをもっている。第一段落（第 1 段～第 8 段）では作者の生まれ，また隠棲している
大理地方（蒼山洱海）の風景が描写され，第二段落（第 9 段～第 17 段）ではこの地に息づいてき
















　1　白語調査組「山花碑」  　1957 年（『大理古代文化史稿』（修訂版 1963）所収）
　2　徐琳・趙衍蓀「白文《山花碑》釈読」 　1980 年
　3　張文勛『白族文学史（修訂版）』 　1983 年
　4　趙櫓『白文《山花碑》訳釈』  　1988 年
　5　大理市博物館『山花碑』  　1989 年



















































































みする説（［s］［hu］）と訓読みする説（［kv］）とがある。第  句，第 4 句
は蒼山洱海を擬人化しているが，このような表現は民謡にありがちであり，民謡の発
―165―
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　　　　　＊「黄」は訓読み［MV2］［ngu3］。「阿双ゝ」［ sV  sV］は音仮名。群れを成す
様子を表す。第 5 段第 3 句参照。
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　　　　　＊「阿斛」は第 1 段第 2 句「阿物」と同じく音仮名で，［ v=u］と発音し，ペー語で
「たくさん」の意とする説に従う。
第 16 段
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　　　 　十哀詞碑（明・景泰 6 年）
概要
　「十哀詞碑」は「故善士趙公墓誌」中に記された哀詞である。全 24 行。1 行目に墓誌銘，作者が
記され，2 行目から 3 行目に趙堅（趙公）の出自，三代前までの系譜，死んだ歳と場所，哀詞を奉










究」（『雲南民族学院学報』1987 年第 2 期）。
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古代の会編「十哀詞碑」訳注
※原文・訳及び注釈は原則として，周祜『大理古碑研究』（雲南民族出版社・2002 年）によった。










































































































































































































































　　「山花碑」第 11 段第 1 句
　　「方丈丘燒三戒香」（「方丈のなかで三更の香をたき」）
　　（「山花碑」本文は『総合文化研究所紀要』第 19 号（3-2），共立女子大学・共立女子短期大学，
2013 年 2 月，より引用）。




























































　1 字名詞＋方向補語＋動詞＋ 2 字熟語＋ 2 字熟語となる。つまり一句は 2 ＋ 1 ＋ 2 ＋ 2 のかたち。





　韻は頭韻とそして脚韻もか。句の構造は 4 ＋ 3。「無阿△上不○○」△と○の部分を入れ換える
形式の対句である。












　山花体 7・7・7・5 内の 7・5 部分の対句。「點蒼」にかかる「雪染」を除けば，「點蒼冬頭白」と
「洱河秋面皺」は対句となる。2 字名詞＋季節を表す 1 字名詞＋ 2 字（状態を表す）の形式の対。
【用例 3】
第 4 段
第 1 句「五華佀你 霄充」（五華楼は天空に突き刺さり）
第 2 句「三塔佀你穿天腹」（三塔は天腹を貫き通す）






　「夏雲�」と「春柳�」というように季節の対。1 字名詞＋ 1 字名詞＋動詞＋ 3 字名詞＋ 1 字名
詞の対句。
―189―





　1 字動詞＋方角を示す 4 字名詞＋ 2 字（状態を表す）の形式の対句。
【用例 6】
同上
第 3 句「秀雀翫景鳴 々」（きれいな小鳥の遊び鳴くさま，フーフーと）
第 4 句「蝉吟聲 々」（蝉の鳴く声，ジージーと）






　山花体 7・7・7・5 内の 7・5 部分の対句。「2 字名詞＋動詞＋ 4 字名詞（△△□□）」と「動詞＋






　第 1 句は，「分数」は「果報」の意，「哽侔」は「厚い」「厚いければ」の意。第 1 句は「2 字名
詞＋ 2 字形容詞）＋□＋成＋■」の形。第 2 句は，「車舛」は「運気が悪くなる」の意。「2 字名詞
＋ 2 字＋■＋成＋□」の形。両句は 2 字名詞＋ 2 字＋ 1 字名詞＋成＋ 1 字名詞のかたちの対句で，
1 字名詞＋成＋ 1 字名詞の前後の名詞を入れ換える形式となっている。
　その他第 8 段，第 10 段，第 11 段，第 12 段，第 13 段，第 15 段，第 18 段，第 20 段と全 20 段
中，ほぼ毎段に対句表現が確認できる。
　すると『山花碑』の対句の特徴として，第 1 句と第 2 句，つまり 7 音句同士で，或いは第 3 句と
























































　この他，以下，〔30 男〕第 2 句と第 3 句，〔54 男〕第 2 句と第 3 句，〔56 男〕第 2 句と第 3 句，
〔66 男〕第 5 句と第 6 句，〔84 男〕第 2 句と第 3 句，〔93 男〕第 5 句と第 6 句，〔108 男〕第 5 句と
第 6 句，以上の箇所に対句が確認できる。従ってこの男性歌手の場合，対句が表れる句は第 2 句と
























































△」「�」「○○」「～」部分を変える形式の対句。従ってこの女性歌手は，1 首中で 2 組の対句を
用いて歌っている。
　この他，以下，〔45 女①〕第 2 句と第 3 句，〔61 女①〕第 2 句と第 3 句，〔65 女①〕第 2 句と第 3
句，〔85 女①〕第 2 句と第 3 句，〔89 女①〕第 5 句と第 6 句，〔95 女①〕第 2 句と第 3 句，同，第 5
句と第 6 句，〔99 女①〕第 5 句と第 6 句，以上の箇所に対句が確認できる。
　従ってこの女性歌手の場合，対句があらわれる句は掛け合う男性歌手の場合と同じように，第 2
句と第 3 句のときか，或いは，第 5 句と第 6 句のときである。









少なくないことがわかった。そして，その対句のあらわれかたとして，1 首の前半部第 2・3 句，
そして後半部出だし第 5・6 句にあらわれるということがわかる。つまり，7 音句同士のところで


























































































































































































































６．黄□□□□不 ：何一琪は「黄莺鸣声嘴不 」に作る。 字は「弥」と読み，青州では「鐮」
を という。「鐮」のペー語発音は［yí］である。従って「不 」は，「鋭くない（不快），鋭
利でない（不锋利）の意である。（何录文作“黄莺鸣声嘴不 ”。按“ ”字读“弥”，青州谓




































ということになる。なお，「山花碑」6 段第 2 句に「勝姮娥入宮伽舞」とあり，「伽舞」の読み
は，［>A u］［kuo33 u33］［da3 go1］と分かれている。
６．「 」字について，『集韻』に，「 青州謂鐮為 ，或作 」とある。周祜は 字を 字と解し
たうえで，「鐮」のペー語音が［yí］であることから， 字を鎌（のような鋭さ）を表す訓字













































































































































































































































































る。何一琪は本句に注をつけていないためどう読んでいるか不明だが，七哀第 7 句，九哀第 5
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・岡部隆志「白族の創世紀」『古事記の起源を探る　創世神話』三弥井書店，2013 年 5 月。
・立石謙次「『白国因由』校注」『アジア・アフリカ言語文化研究』67 号，東京外国語大学アジア・アフリカ言
語文化研究所，2004 年 3 月。
・立石謙次『雲南大理白族の歴史ものがたり―南詔国の王権伝説と白族の観音説話』雄山閣，2010 年 4 月。
・益田勝実『火山列島の思想』筑摩書房，1968 年 7 月。
・陳耔伶「〈南詔圖傳〉與《白國因由》之演繹關係初探」『逢甲人文社會學報』第 15期，逢甲大學人文社會學
院，2007 年 12 月。
 （飯島）
（付記）
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平成 26 年度活動内容
4月26日　古代の会　於共立女子大学
5月31日　古代の会　於共立女子大学
6月22日　古代の会　於共立女子大学
7月20日　古代の会　於共立女子大学
8月19日　雲南省寧蒗県永寧郷温泉村アウォ家にて，ダパの鬼祓い儀礼調査
8月20日　雲南省麗江市東巴文化研究院にて打ち合わせ
8月21日～23日
　　　　　東巴文化研究院にてナシ族歌謡調査
9月20日　古代の会　於共立女子大学
11月2日　古代の会　於共立女子大学
12月11日～16日
　　　　　研究分担者張正軍氏を日本に招聘。アジア民族文化学会主催のシンポジウム「病と祓―病気治療
をめぐる東アジアの比較文化史―」を，上智大学キリスト教文化研究所，上智大学史学会と協賛
して 13 日に開催。
12月23日　古代の会　於共立女子大学
1月31日　古代の会　於共立女子大学
2月21日　古代の会　於共立女子大学
3月21日　古代の会　於共立女子大学
平成 27 年度活動内容
4月25日　古代の会　於共立女子大学
6月14日　古代の会　於大東文化大学
7月12日　古代の会　於共立女子大学
8月24日～26日　雲南省麗江市東巴文化研究院にてナシ族歌謡調査
8月27日　雲南省剣川県剣川文化館にてペー族歌謡の修辞調査
8月28日　雲南省雲龍県にてペー族歌謡の修辞調査
9月12日　古代の会　於共立女子大学
10月24日　古代の会　於共立女子大学
12月13日　古代の会　於大東文化大学
1月23日　古代の会　於共立女子大学
2月20日　古代の会　於共立女子大学
3月19日　古代の会　於共立女子大学
※「古代の会」は，遠藤，岡部の所属する研究会であり，本稿の「資料編 2．ペー族の山花体碑文の解釈は，同
研究会での研究成果を取り込んだものである。本資料作成にかかわった所属メンバーは以下のとおりである。
　　工藤　　隆（大東文化大学名誉教授）
　　富田美智江（流通経済大学助教）
　　飯島　　奨（共立女子大学非常勤講師）
　　草山　洋平（流通経済大学専任所員）
　　李　　　莉
